
























































児休業を取得し，宋　苑瑞研究員が平成 24年 2月 1
日付けで着任し，若狭　幸特任助教が 2月 16日から
産前・産後休業を取得し，岩上　翔特任助教が 3月 31
日付けで退職しました．施設面では，新規のセキュリ
ティシステムの導入，震災対策のための物品整理と設
備の固定，水理実験棟内床面の段差の解消等により，
安全性を強化しました．また，研究スペース確保のた
め，機械室やデータ収録室の改造と研究室化を進めま
した．
　アイソトープ環境動態研究センターへの合流後は，
東日本大震災以来，最大の社会問題となった「放射線
の環境への影響」に焦点を当てた研究にも重点的に取
り組むことになります．これまでに当センターが手が
けてきた気象・水文観測や水理実験を柱とする陸域環
境動態の基礎研究を活かして，大気中や水域での放射
線の拡散予測を始めとする，喫緊の社会的要請の高い
研究課題に挑戦いたします．今後も，心機一転，新セ
ンターとしての中長期の将来構想を明確に定めて，教
育研究活動をなお一層推進する所存です．関係各位に
は，さらなるご指導ご助言を賜れば幸いです．
平成 24年 11月　　　　　　　　　　　　　
陸域環境研究センター長　松　岡　憲　知　
序
